幼稚園における子どもの「人とのかかわり」に関する考察(2) : 子どもの「精神発達」と保育者の「援助」の関係 by 横山 文樹
I 問題の所在
既報812号では，子どもが「人とかかわる」ことの意義，子どもの発達にとって，「人とかかわる」
ことがどのような意味をもつのかを論じた。現代社会の核家族化，少子化の進行は一層人間関係の複
雑化を招いている。人間関係の複雑化の中でも特に，「人間関係の希薄化」が問題になっている。こ
のような社会問題を背景として，幼稚園教育要領に領域「人間関係」が設けられることになった。そ
のことは，領域に示されている「ねらい」「内容」において示されている点から明らかである。
本来，幼児期は生涯にわたる人間形成の基礎が培われる時期であり，知的発達面，感情的発達面と
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Abstract
Kindergartenisdefinedasaplacewherechildrenlearnhowtolive;kindergartenteachers
whoaim tohelpchildrengainthisknowledgeoftenconfusethewords・guide・and・help・.The
word・help・isusedwhentheteacherobserves,approaches,andassistschildrenwhiletheword
・guide・isusedwhenteachersleadratherthansimplysupportchildrenintheiractivities.After
therevisionoftheKindergartenEducationGuidelinesin1989,helpingwasemphasizedover
guiding,andconsequentlytherelationbetweenthetwoactionsbegantobediscussed.
Thispaperfocusesontheessenceofthesetwoactivitiesinpre-schooleducationand
examineshowchildrenandteachersrelatetoeachotherinthecourseoftheteacher・shelping
activities.Thefinalgoalistofindanobjectiveprocesswherebyteacherscanchoosetheproper
actiontobuildpositiverelationshipsbetweenteachersandchildren.
Theauthorconcludesthattheguidingmustbebasedonhelpingandthatabovealthe
teachersmusttreatchildreninsuchawaythattheycanreachtheirfulpotential,and
believesthatalactivitiesperformedbyadultscaringforchildrenshouldbehelpingactivities.
Furtherresearchmustobservehow andtowhatextentteacherscancontinuehelping
children,andtheinteractionsofchildrenandteachersintheirdailyplay.
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同時に人間関係においても急速に成長する時期といわれている。こうした子どもの発達には一般的に
は3つの段階が考えられる。第一は肉体的な発達段階，第二は知的な発達段階，第三は人格の成長で
ある。しかし，同じ子どもでも，この3つの段階がバランスよく発達するとは限らない。感情や社会
性の発達は，肉体や知性の発達より遅れるのが通常であるといわれている。その理由は，主として社
会性は，その文字が示す通り，社会との「かかわり」，人との「かかわり」の中で育まれるからであ
る。ガードナー（1989）は「対人関係が積極的で安心できるものであれば，その子は外向性に富み，
人を信頼する，積極的で親しみやすい，社会性のある人間になります。反対に，両親，兄弟，学友，
遊び仲間，先生などとの関係で，苦痛や欲求不満や軽蔑を感じたりすると，非難がましく非友好的な
人間になり，善意ある人をも疑うようになったりします。こういう子は，一般的に人との接触を避け
るようになり，楽しみや満足感を得るためにも，なるべく人と接触しなくてすむような活動を好むよ
うになります。」と述べている。ここで述べられている「先生などとの関係」は，特に現代社会の教
育の中で，教師と子どもの関係の在り方として取り上げられるべき課題となる。幼稚園や保育所にお
ける保育者との関係は，乳幼児期の子どもの精神発達に大きな影響を及ぼすと考えられる。幼稚園は
生涯における最初の学校教育の場である。そこでの保育者の子どもへの接し方がしばしば課題として
取り上げられる。それは，学校教育が「教える」ことを重視しているのに対して，幼稚園教育は「生
活することを学ぶ」場として位置付けられていることに起因する。したがって気持ちよく生活しよう
とする意欲をわかせる言葉をかけたか，温かい人間性のある態度で接したかなどが保育者の資質とし
て取り上げられることが多い。子どもの心は年齢が低いほど保育者の影響を受けやすいといわれてい
る。平成元年（1989）の幼稚園教育要領の改訂で「指導性」よりも「援助」が強調されたことによっ
て，「指導と援助の関係」「援助の本質」が問われることとなった。前述の「幼稚園は生活することを
学ぶ場である」という視点，つまり「教える場ではない」という視点から，「援助とはどうあるべき
か」という問題が，「幼稚園教育は指導か援助か」という問題として一層，複雑な課題となった。
本研究では，そうした現状を踏まえて，「幼児教育の本質への問い」「援助の本質への問い」という
視点から，「援助」という保育者の行為を通じて，子どもと保育者はどのような関係を構築していく
のかを検証することにした。
II 研究の目的方法
（1） 研究の目的
① 保育現場における「指導」か「援助」かの問題の検討
② 保育の本質と援助の本質の関係についての検証
③ 保育者と子どもの関係作づくりのプロセスに客観性を見出す手立てを探る。
（2） 研究の方法
本研究は主として文献研究を中心に進め，事例と関連付けて考察する。
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III 研究の結果
（1） 援助をめぐる問題
保育は「指導」か「援助」かの問題
なぜ保育において「援助」か「指導」かという点が問題になるのか。それは，保育者と子どもの関
係を考える時，子どもの側からは，「保育者に親しみをもつ」（富山大学附属幼稚園 教育課程 3歳児 I
期）ということから始まり，自分が生活しやすいように保育者との関係を構築していくことにある。
一方，保育者の側からは，子どもとどのようにかかわるかということが，保育を展開する上での日常
的な命題としてある。ここでいう「かかわる」ということに関して，2つの視点から考えることがで
きる。1つの視点は，子どもがどのような状況にあっても，保育者の側が，子どもに対して「こうし
なさい」と保育者側の意図性を強く出してかかわる場合である。こうした「かかわり」を示す言葉と
して，「指導」という言葉がある。2つ目の視点は，乳幼児期の特徴として，常に大人の側の一方的
な判断ではなく，発達段階を考慮してかかわることが求められる場合である。こうした「かかわり」
は，「援助」という言葉で示される。つまり，保育者のかかわる時の意識によって，「援助」か「指導」
かが変わってくることが考えられる。
しかし，これはあくまで印象，ニュアンスの感が強く，「指導」と「援助」の間に明確な区分があ
るわけではない。こうしたことが結果的に保育者の「指導」か「援助」かの問題を複雑にしているの
である。例えば，多くの保育者は，常に「適切な援助」「望ましい援助」「必要な援助」を模索してい
る。しかし，子どもの生活，遊びに立ち会う時，特に，子どもの遊びにおける「援助」がそう易しい
ことではないという現実にぶつかる。「必要な援助」「不必要な援助」の見極めは極めて困難である。
このことは，多くの保育者が感じていることと推測できる。このように，保育という行為は，常に
「保育者は子どもにどうかかわるか」という問題と対峙しなければならない。平成元年（1989），25年
ぶりに幼稚園教育要領が改訂されて以来，「主体性を育てる」「自発活動としての遊びを重視する」と
いったことが強調されてきた。それにより保育者の「かかわり」に対して，「消極的過ぎる」「かかわ
り過ぎる」といった批評や忠告が盛んになり，ますます保育者を悩ませることになった。つまり，
「遊び」を的確な視点で見ることは従来から極めて困難なこととされ，しばしば「指導のし過ぎ」が
指摘されてきた。しかし，保育者の遊び観，保育観には変化がないにもかかわらず，教育要領の改訂
によって「遊びを重視する」ことが強調され，そのことによって，「援助がたりない」「援助のし過ぎ」
といった指摘を受けるようになったのである。したがって，問題を整理するためには，「指導」と
「援助」の定義を明確にする必要があると考える。
（2） 保育者と子どもの関係性の問題
幼稚園の教育課程とは，「入園から修了までの幼稚園教育の大綱」である。そこに示されている
「幼児の姿」「子どもの姿」を詳細にみていくと，その過程は「保育者に親しむ」ことから始まり，
「友だちを意識する」「友だちと遊ぶ」ことへと進んでいく。しかし，そうした過程でも，絶えず子ど
もと保育者の関係が保育の根幹をなしていることに変わりはない。つまり，保育者の援助は常に子ど
もとの関係づくりにある。
保育者が子どもにかかわるとき，前提としてあるのは「子どもは変わり得る」という信念である。
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つまり，子どもの中に潜在する「自己形成力」を前提として，保育者は「望ましい方向に変わってほ
しい」という願いをもつことである。具体的には，子どもが「こうしたい」という要求を探ることに
よって，子どもの思いを実現させようということである。こうした保育者の「かかわり」が，子ども
の側から保育者への良好な関係を生むことになる。ここで，課題として考えなければならないことは，
子ども自身の「思い」と保育者の子どもへの「願い」の「ズレ」に関する認識である。一方，子ども
の側にも同様に自分自身の「生き方」に関しての「迷い」「揺れ」が見られる。保育者は子どもに対
する「願い」をどこまで子どもに向けるのか，子ども自身の心の揺れにどこまで付き合うのか，保育
者には常に問われる問題である。
結局のところ，援助の本質とは，幼児理解の上にたって，保育者が行動を予測し，幼児とかかわる
ことにある。それが指導案に示される「予想される活動」であり，「援助のポイント」として表記さ
れているものである。しかし，こうした関係は，常にズレを生じさせるものである。そのズレの原因
を省察することによって，翌日の新たな「予想」と「援助」を示すことになる。こうしたことが絶え
ず繰り返され，この繰り返しの中で，徐々に「適切な援助」「必要な援助」が見えてくるのである。
つまり，この作業は保育という営みが続く限り，永遠に継続されるものと考えなければならない。な
ぜなら，保育の場面では，子どもの行動に対して，保育者がどうかかわるかということを一瞬の間に
判断しなければならない。その時々の子どもの状況などによって，そのタイミングがズレたり，子ど
もの心の状態によっては，いつも通りの反応がなかったりする場合がある。しかし，こうした保育者
の行為が援助といえるのではないだろうか。そして，それが，保育者と子どもとの関係づくりのプロ
セスとして大切なのである。
（3） 遊び場面における保育者の「かかわり」の実際
幼稚園における保育場面は，①自発活動としての場面，②基本的生活習慣にかかわる場面，③保育
者の提案を行う場面，といった，おおむね3つの場面にわけることができる。
以下，小倉（2009）の事例と考察をもとに，遊び場面における保育者の「かかわり」，援助について
考える。（事例及び考察については筆者が任意に修正して転記した。）
CASE1 4歳児
保育室内に段ボールで作られた「たからさがしぶね」に男児Y，Rなどが入っていく。
Yは，船の先頭に座り段ボールを揺らしながら「みんな重たくて，かいぞくせんが重たいよ。」
といって，船から降りて前に押しだすまねをする。Rは無言で船から降りテラスへと飛び出す。Y，
Rを追いかけ，二人で天気が良くなったことに気づく。Y「だんごむしとろう。」というと，Rも
花壇にしゃがみ，だんごむしを取り始める。そこへ保育者が「晴れてきたから，外にでてもいいよ。」
と言うと，二人は園庭の木陰に走っていき探し始める。後から木の実を探しに女児Hも来る。し
ばらくして，Y「いたぞー！」と目を大きくして言う。見つけただんごむしを袋に入れると中はだ
んごむしで一杯になった。保育者が「すごいな」と声をかけると，二人は微笑み，Yを中心に水
たまりをジャンプしたり，滑り台を滑ったりする。そこへHが「だんごむし，みつかったよ。」と
手を広げながら，二人の所へやってきて，三人で再び探し始めた。R「みつけたー！」，しばらく
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してHも「みつけたよー！」と声を上げる。Yは探すのをやめて転がるボールを追いかける。R
は，Yを捕まえ「なんでなんだよ。」と言うが，YはRの手をほどき，ひたすらボールを追いかけ
る。R「やらないの？」とYに再び問いかけるが，Yは滑り台で遊び始める。Rは，その様子を
遠くからじっと見つめた後，水たまりで遊ぶ他児の姿を見つけ，近寄って遊ぶ。
考察
この事例には「たからさがしぶね」に乗る遊び→だんごむしを探す遊び→水たまりをジャンプ，
滑り台を滑る遊び→だんごむしを探す遊び→遊びの消滅といった遊びの変化が見られた。その場に
「たからさがしぶね」が存在していたからこそYやRが遊びに参加することができた。だんごむ
しを探す遊びにおいては， で示した保育者の言葉が，遊びのきっかけとなったと考えられる。
また，水たまりをジャンプする遊びには，だんごむしを採れたことや保育者に褒められたことなど
がきっかけで，喜びや充実感が現れた形になったと考えられる。そして，Hの で示した言葉
をきっかけに，再びだんごむしを探す行動に移ったと考えられる。Hが と言葉を発したのは，
一緒に探したいという思いがあったのではないかと考える。RやHは， の言葉からわかるよ
うに見つけた喜びを感じていたと考える。しかし，Yにおいては，自分が見つけられないため，
もどかしさを感じていたのではないか。だから， に示したRやHの声がだんごむしを見つけ
られないもどかしさに拍車をかける形となって，Yが他の遊びに移ったと考えられる。Rはだん
ごむしを見つける楽しさを見出しており，Yとその思いを共有したかったのではないかと考える。
この事例は，援助という視点で見ると，保育者の言葉による「援助」が主たるものである。保育者
が「すごいな」と声をかけることで，二人の子どもが，一層意欲的になっているのが感じ取られる。
このあとも，子どもを「見守る」という姿勢をとりながら，「援助」を続けている。
CASE2 5歳児
園外保育のために幼稚園近くのアスレチック広場にやってきた子ども達は，ブランコや鉄棒など
の固定遊具を使って楽しんでいた。しかし，男児Aは一人，傾斜がかかった山をうつむきながら
登っては下りる活動を繰り返していた。そこへ女児Hが保育者とともに走りながら山を下ってい
く。保育者は「Aくんも，一緒に走る？」と聞く。すると，微笑みながらAは保育者の後につい
ていく。その後，Hを先頭に保育者，Aという順番で一列に山を下り，広場を何周かする。する
と，保育者は後ろを振り返り，一番後ろを走っていたAを気にしながら「おー，Aくんが追いか
けてくるぞ。逃げろ，逃げろ。」と笑顔で言う。Hはその声を聞いて「きゃー。逃げなきゃ。」と
言う。Aは「まてー。」と言って手を前に出しながら走る。その後，Aは保育者とHを捕まえる。
すると，Aは「今度は，先生が追いかけて。」といって，保育者が追いかける番になる。そして，
保育者がAとHを捕まえ終えると，A「じゃ，今度は鬼ごっこやったら？」と提案する。Hが
「いいね。」と賛同すると，Aは「鬼ごっこやる人，この指とまれ。」と参加者を募り，保育者から
帰りの合図がかかるまで鬼ごっこの活動を続けていた。
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考察
園外保育で，アスレチック広場に来たことにより，普段経験することのない場面に遭遇すること
はよくあることである。男児Aは，普段から環境の変化にすぐに慣れるというよりは，じっくり
慣れるような子であった。そのため，Aはアスレチック広場で何をしたらいいのか戸惑っていた
ことが予想される。その気持ちを適確にみ取った保育者の行動は，子どもの心の変化や遊びの変
化に影響を与えうることを明らかにしたといえる。また，この事例は，Aの気持ちの変化によっ
て遊びを積極的に楽しむ形が顕著に現れた事例でもある。Aは，最初 で示したように遊びに
積極的に参加する姿勢がなかったと考えられる。しかし， に示した保育者の言葉によって，
に示したとおり表情の変化や行動の変化があり，友達や保育者と遊ぶことに楽しさを見出してい
こうとする気持ちになったと考えられる。その後， に示した保育者の言葉をきっかけに，山を
下りるという活動から追いかけっこという活動に移り，遊びに発展が生まれたと考えられる。その
結果，A自身が で示したように遊びをもっと楽しいものにしたいという思いを自分で持つよ
うになり，その気持ちが他の子どもたちに鬼ごっこ遊びを提案するという姿勢に変わったのではな
いか。すなわち，保育者の言動が子どもの心の変化，遊びの変化に影響を与えているのではないか
と考える。
この事例は，小倉（2009）が考察で述べているように，保育者の言葉や行動が子どもの行動に，ヒ
ントと影響を与えることを示すものである。ここには，命令調の言葉はなく，保育者の姿勢として
「問いかける」「促す」ことが基本となっているのがわかる。
CASE3 4歳児
保育者は，以前から続いている「お医者さんごっこ」で使う紙の注射器を持って他児に注射するま
ねをしている。登園時から微熱のあった女児K1は「先生，注射して。」と言うと，保育者は注射
するまねをして「ちょっとチクッとしますよ。はい，おしまいです。一週間はお風呂に入れません。」
といってその場を去る。K1は満足そうに微笑む。そこへ女児Nがやってきて人形をお腹に入れ
「私，10ヶ月なの。」と言ってままごとコーナーで横になる。女児K2も真似して「私は3ヶ月。」
と言って横になる。K1が「私，お母さんになっていい？」と聞くと，「いいよ。」とNが言う。男
児K3は，「僕はお父さん。元気な赤ちゃんはいるかな？」とNのお腹に耳をあてて言う。すると，
Nが「もうそろそろ生まれそうよ。」とお腹から人形を半分出しながら言う。K1とK3「頑張れ。」
と応援する。そして，Nはお腹から人形をすべて出す。K2も「私も生まれた。」と人形を出して
言う。K3は「ご飯を持ってきたよ。」と言って，NとK2が持っている人形にそれぞれ差し出す。
しばらくするとNが「赤ちゃんが風邪ひいちゃった。」と言う。すると，K1が「私，さっき注射
してもらったの。だから，注射しましょう。」といって，紙の注射器を持ってきて，人形に注射す
るまねをする。その後，Nが「ちょっと買い物に行ってくる。」と言って，その場を去って帰って
こなかったことからこれ以上のやりとりはなかった。
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考察
幼稚園教育要領でも学びの連続性が重視されているように，子どもの遊びには連続性がある。こ
の事例でも見てわかるとおり，前々からの続きで遊びが始まりを見せている。また，この遊びは，
保育者の言葉や行動がごっこ遊びに影響を与えたと考えられる事例である。登園時の子どもの人数
が少ない中で， で示した保育者の行動は遊びのきっかけを与えていたと考えられる。その結果
が， で示したその後のK1の言葉に顕著に現れていると考える。一方で，この遊びはイメージ
の共有が出来ている場面があることも大変興味深い。 に示したようにNが人形をお腹に入れ
て「私，10ヶ月なの。」といった→女児K2がまねする→男児K3が赤ちゃんを気にするようにお
腹に耳を当てる→N「もうそろそろ生まれそうよ。」→K1とK3の応援→生まれるという一連の流
れにつながったと考える。つまり，イメージの共有によって，遊びに発展をもたらすことがわかっ
た。また，遊びの終結が に示した結果になったということは，イメージがつなげにくくなった
ことや一人の子どもの行動が影響を与えていたと考えられる。よって，イメージの共有と仲間の存
在の大きさを証明した事例となった。
ここでは，保育者の行動が遊びのきっかけとなっている。事例でも明らかなように，保育者自身が
「遊ぶ」という行為を行うことで，子ども自身も参加するきっかけになっている。その後は，保育者
は静かに抜け，子ども達が自分で進める遊びとなっている。
以上，3つの事例をみてきたように，遊び場面での保育者の役割は，子どもの行為，活動に対して，
「ほめる」「励ます」ことが中心であり，「見守る」ことが間接的な援助として位置付けられている。
保育者主導で進められる保育では，こうしたかかわりとは逆に「しなさい」「それはだめです」とい
った保育者から一方的に発せられる言葉が多くなる。
IV まとめ
（1） 幼稚園教育要領改訂と「人間関係」の意義
平成20年（2008）年3月に文部科学省より告示された幼稚園教育要領は，平成18年の教育基本法
の改正と連動して改訂されたということに意義がある。改訂された教育基本法では，幼児期における
教育の重要性と家庭教育の重要性が明記されている。これは，裏返すと，現代社会の家庭教育の危機
と同時に幼稚園教育の必要性，重要性を示したものといえる。幼稚園教育要領では，第1章第1にお
いて幼稚園が学校教育の最初の段階に位置付けられている。これは，幼稚園教育が生涯発達の基礎と
して法的に位置付けられたと同時に幼稚園教育が小学校教育とどう連動していくのかという課題を示
していることにもなる。
改訂幼稚園教育要領について，柴崎（2008）は以下のようにまとめている。すなわち「幼稚園は生
涯にわたる生きる力の基礎となる多様な体験を着実に積み重ねていく時期であるという位置付けにな
るといえる。」と述べたうえで，「社会の変化に対応していく力」の中で，第一に重要なことは，「人
と実際にかかわり調整していく力である。」としている。今回の改訂では「幼児期の特性である遊び
を通した総合的な指導を重視していくことは変わっていない」が，内容が最も吟味されているのが領
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域「人間関係」であり，その理由として，人との関係構築の乏しさ，家族関係の絆の希薄さをあげて
いる。幼稚園教育の目標には「主体性を育てる」ことがあげられているが，子どもが「友達と主体的
にかかわるようになるため」には，子ども自身の内部に「自信」が必要であり，それぞれの子どもが
「自己発揮できる場」があることと，それを認める保育者の存在が必要となる。子どもは「認められ
る体験を通して次第に自分に自信」がもてるようになる。しかし，そうした自信は，他の友達とのト
ラブルを起こすこともある。こうした友達との衝突などの体験を通じて，「自己発揮をして友達に認
めてもらいたい気持ちと，自分たちで決めたルールを守らないと友達に受け入れてもらえないという
現実を理解し，自分の行動を調整していくことになる」のであり，「こうして周りの人に受け入れら
れるように自己を発揮するよう自ら行動を調整しようとする気持をもつこと」が，今回の改訂で強調
されていると分析し，このことは「規範意識の芽生え」へとつながっていくのではないかとしている。
また，今回の改訂の特徴の中に「協同的活動」というものがある。協同的活動とは，単に一緒に遊
ぶということではなく，共通の目的，共通のテーマで遊ぶということである。そのプロセスの中で，
提案，話し合い，藤などを経験しながら，人との「かかわり方」について学んでいくのである。
このように，幼稚園教育要領でも，領域において人とのかかわりが重視される背景には，現代社会
の状況が無縁ではない。少子化による子どもの減少が子どもの生活にも大きな影響を与えているので
ある。領域「人間関係」に示されている「ねらい」「内容」を捉え直し，保育内容にどう反映するの
か検討されなければならない。
（2） 遊びの「抽象性」「多様性」と保育者の「援助」の特性
幼稚園教育要領に明記されている「遊びを指導の中心に保育」「環境を通した教育」の実践では，
下記のような時間経過の中で生活をすることが一般的となる。
例えば，幼児教育ハンドブック（お茶の水女子大学子ども発達教育研究センター，2004）では，「幼稚園
の一日」を「9:00 登園 登園後の活動 自由遊び:好きな遊びに取り組む一斉活動:クラス全
員で活動（する場合もある）11:30 片付けお弁当 午後の活動 帰りの準備 14:00 降園」と
している。また，横山（2003）は「現在の一般的な幼稚園の一日の流れ」の例として，「登園→好きな
遊び→片付け→昼食→好きな遊び→片付け→降園」をあげている。保育者が主として，「援助」の難
しさを感じるのはこの遊び場面での「援助」の在り方である。
子どもの「遊び」は，大人の遊びが「規制からの解放」と位置付けられるのに対して，「生活その
もの」であるととらえることができる。この遊びの本質は，子どもが周囲の環境に自らの興味と関心
でかかわることにある。この「かかわり」に集中しながら，遊びの中で，達成感，挫折感，藤そし
て充足感を味わうなど，様々な体験を通して，発達の基礎を身に付けていくのである。幼稚園教育要
領では，こうした点を踏まえ，幼稚園における保育の基本は，子どもの自発的な活動である「遊び」
を通した指導を中心として行うこととしている。そこでの保育者のかかわり，つまり援助が，この自
発的活動としての遊びに影響を与えるものとして重視されるのである。その場合，保育者には，今，
目の前で展開している遊びを瞬時に分析し，子どもが，遊びの中で何を実現しようとしているのかを
察知し，「必要に応じた援助」が求められるのである。子どもたちが自己充実し，遊びの充実感を持
てるようになるかは保育者の援助にかかっているということになる。このように保育者が，子ども自
らに働きかける活動を成就できるように，必要な援助をすることが，子どもに対する指導の内容である。
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「指導」か「援助」かの問題で混乱を招く要因の第一は，この遊びの「多様性」「抽象性」にある。
遊びが重視されながら，遊びとは何かという定義が明確ではないことがある。ここからここまでが遊
びという明確なものがないという「抽象性」と様々な遊びを次々と展開する「多様性」により，保育
者自身が子どもの発達のどこを支えるのか，どこまで教えるのかといったことで迷うのである。一方，
「指導」という言葉に対するイメージがある。「指導」という言葉には，教師が一方的に子どもを従わ
せるというイメージが強い。「主体性を重視する」「子どもの主体的活動を重視する」という立場から
は「指導」という言葉のニュアンスは強すぎる。というのは，従来「指導」の範疇に含まれていなか
った「かかわり」の重要性が，注目されてきたことによるところが大きいのではないかと思われるか
らである。
（3） 幼児教育の「指導」は「援助」として
事例の項で検討したように，保育者の子どもへの「かかわり」には，様々な「かかわり方」がある。
指導性の強い「かかわり」としては，「教える」「しつける」といった「かかわり」が考えられる。こ
れは，例えば，「運動会」「発表会」など，行事の練習場面などでよく見られる「かかわり」である。
また，基本的生活を伝える場面でも，「…しなさい」といった保育者から子どもに向けての言葉が多
く聞かれる。これに対して，遊び場面では，「見守る」「待つ」「気持ちを受け止める」といった間接
的な「かかわり」が多くなる。これらは，従来「指導」の範疇には入っていない場合が多かったが，
状況によっては，直接的な「かかわり」よりも有効な「かかわり」になる場合がある。
どのような場面であれ，問題なのは，保育者がどのような「保育観」「指導観」によって子どもと
接するかである。「指導」か「援助」かという問題も，保育者がそれを明確にすることで，この問題
は一つの解決を見る。そのことに関して，小川（2000）は「保育における『指導』とは，原則的に
『援助』でなければならない。」と述べ，「子どもが望ましい状態に達してほしいという大人の願いを
もって子どもにかかわることである。」と述べている。幼稚園において，計画を示す時は「指導計画」
「指導案」と明記される。教育機関であるという立場からすると，そこにいる保育者は「指導する者」
となる。教育の本来の目的は対象である子どもの潜在的な能力を引き出すことにある。それは，つま
り，「自ら伸びようとする力」，「自己形成力」を培うことである。そういう立場からいうなら，子ど
もにかかわる立場は，すべて，発達のための援助を目的としている。つまり，「指導計画」の内容は
「援助計画」であり，「指導案」は「援助案」なのである。繰り返すなら「幼稚園教育における指導は
すべて援助である」と言うことを明確にした上で，「援助」の方法，内容について検討を加えていく
必要がある。
（4） 保育者の専門性の多様性の変化と援助の多様性の変化
山川（2009）は保育者の役割について「1989年以降，在園児に対する保育だけでなくその保護者や，
障害児保育，地域の子育て支援センターの役割など，従来対象とならなかった分野が保育の対象とな
り，様々な用語を用いて保育者に求められるものへの検討がなされた。」と述べている。しかし，こ
うした分野が「従来対象とならなかった」わけではない。従来から保育者の役割は「子どもとの関係」
に限定されていたわけではなく，「子どもを育てる」ことと「親も育てる」ことはリンクされて考え
られていたことであり，障害児保育に関しても同様のことがいえる。地域の子育てセンター的な意味
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合いも1980年代以前から保育現場では指摘されていることである。むしろ，「現代の保護者の問題」
は，義永（2004）が「親の価値観も多様化している」というように，保育現場に「親の声」として聞
こえてくる内容や行動がこれまでになく多様性を帯びていることにある。それはしばしば現場サイド
から見ると，理不尽な要求であることが多い。近年は，「保護者対応」の比重が以前より大きくクロ
ーズアップされてきているというのが現状である。従来とは違った内容や方法での「かかわり」が必
要であるという意味において，保育者の専門性が多様化したといわれる。一方，さまざまな家庭で育
った子どもたちが，それぞれの家庭を背景にして，園で生活するようになるわけである。保育者によ
る幼児理解とは，子どもの内面を理解すること，背景を理解すること，変容を理解することにある。
そうした視点から考えると，多様な価値観の親のもとでは，多様な価値観の子どもがいることになる。
そのことによって，援助の方法も多様化していくのである。
（5） 今後の研究の方向課題
保育の本質が「発達の援助」にあるという立場を明確にするなら，「子どもの発達とは何か」とい
う視点を明確にする必要があるのではないか。「発達の本質」について明らかにしたうえで，「援助」
の内容も規定されてくるのである。保育者の援助の継続性，子どもとの相互性を日常の遊びの中から
明らかにするために，子どもにとって「遊びとは何か」という問題との関連の中で検討していく。自
発活動としての遊びの時間に焦点をあて，保育者と子どもの「かかわり」について，客観性のあるデ
ータを採取し，保育者が子どもに「課題」を与え，それに子どもが取り組む姿から保育者と子どもの
関係について検証することにしたい。
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